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Ⅰ．は じ め に

　大学のキャンパスと附属校園が離れていると，教員間

の打ち合わせや附属校園への出前授業，研究授業などで

時間的制約を受けることが多い。特に大学院の授業であ

る「教育実践研究」は，附属校園等における大学院生に

よる授業実践が中心であるので，構想の理念を十分反映

できていないのが現状である。

　本稿では，設置完成が間近である遠隔授業システムを，

大学院の授業でどのように活用するかを模索したもので

ある。特に，今回は「教育実践研究」での活用を中心に

考察した。

Ⅱ．活　用　案

２．１　授業開発講座からの提案

２．１．１　遠隔授業観察システムの活用による授業研究

のメリット

　本システムを授業観察・授業記録のためのツールとし

て活用することは，附属学校園の当該授業時間に赴きそ

こに参加することが前提であった従来の授業観察法と比

較して次のようなメリットがある。

　これらのメリットを総合的に活かした大学院授業にお

ける本システムの活用例の一つとして，次の２．１−２で

は「教育実践研究」を対象とした具体的な案をあげる。

また，２．１−３には，本システムを有効に活用できると思

われる研究テーマの例を示した。つまり，これらのテー

マに関わる論議を行うのであれば，「教育実践研究」「課

題研究」はもとより，他のさまざまな授業においても本

システムを効果的に活用することができると思われる。

２．１．２　遠隔授業観察システムを活用した大学院授業

の案─「教育実践研究」における具体的活用

例

研究課題：共同問題解決場面における学習者間の相互作

用と認識の深まり

協 力 校：附属小学校あるいは附属中学校

目　　的：近年，学習における社会的相互作用の重要性

が改めて指摘されるようになり，教師主導型の授業か

ら，グループ学習や交流学習，討論型学習等を積極的

に取り入れた学習者主導型の授業が提案されるように

なってきた。しかし，授業の進度や計画性の観点に立っ

た場合，このような学習者主導型の授業にはデメリッ
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①大学にいたまま附属授業を観察できるという利便性

から，通常よりもある程度長期ないし多数回にわた

る観察や交流が可能となる。

②大学からのカメラ操作により，見たい箇所に焦点化

した選択的な観察ができる。

③大学での４画面表示機能を使い，複数のカメラによ

る複数箇所の同時観察が可能である。

④特定の子どもの活動など，比較的細部にいたる場面

　でも複数の観察者で共有できる。

⑤外部からの観察者が教室に入ってこないことにより，

子どもたちの構えやストレスを減じ，自然な授業場

面を観察できる。

⑥授業の記録（映像・音声データ）がデジタル方式で

容易に蓄積・加工できる。

⑦双方向性が確保されているならば，附属学校園教員

との打合せ等におけるテレビ会議的利用が可能であ

る。

特集：遠隔授業観察システム
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トもあると考えられ，それを克服する手だてが必要と

なる。また，ただ授業中に子どもたち同士で話し合う

時間をとればよいのではなく，そこで行われる相互作

用の質についても吟味する必要がある。すなわち，学

習内容に関わる認識や思考が深まるための相互作用を

促進することが重要であるが，そのために教師が授業

でどのような条件（問題設定，学習環境，支援の方法

等）を整えるべきかという問題はこれまで十分に論議

されてきたとは言い難い。

　そこで，本授業では以下のような目的を設定する。

⑴授業における共同問題解決場面で子どもたちの相互

作用はどのように展開するのか，また，相互作用の

様相と認識の深まりとの間にはどのような関係があ

るのかを授業観察により分析する。

⑵上記⑴の観察に基づき，子どもたちのよりよい相互

作用を促進する授業のあり方を検討する。

⑶上記⑵の検討結果からそれを軸とした授業を提案・

実践し，子どもたちの相互作用ならびに認識の深ま

りに対する影響を検証する。

２．１．３　遠隔授業観察システムを活用した研究テーマ

の例──さまざまな授業における活用可能性

⑴　授業・単元・教材の分析・開発

　授業や単元，教材の分析・開発等を扱う大学院授業の

中で，本システムの活用は，以下のような要因に着目し

た授業分析や討論の実施でそのメリットを発揮すると思

われる。

○例１：単元を通しての展開，その中での各授業の位置

づけ・関係性

　多数回に渡る継続的な授業観察は，一単元（あるい

はもっと長いスパン）を通した課題設定を可能にする。

そこで，１時間の授業を独立して捉えるのではなく，

当該単元の全体的な文脈の中で特定の授業を分析した

り，同単元中の他の授業との関連から検討を行ったり

することができる。

○例２：教師の授業スタイルやマネージメント面に関す

る特性

　継続的な観察により，個々の教師が持つ授業スタイ

ルやマネージメント面の特性を捉えることが可能にな

る。そこで，そのような教師の特性に着目した授業分

表１　実施概要

遠隔授業観察システムの利用
内　　　容

メリット（注）考えられる利用方法

⑦○テレビ会議的ツールとして

※利用方法の演習

次回からの授業観察に際し，観察の視点や要因

の抽出，チェックシートの作成，受講生の役割

分担，観察対象者の決定等を行う。また，必要

であれば遠隔授業観察システムの試行，利用方

法の演習を実施する。

授業観察の方法

の検討

第１〜２回

①〜⑤

⑥（①〜⑤）

⑦

○リアルタイムでの授業観察

ツールとして

○授業記録の保存ツールとして

○テレビ会議的ツールとして

実際の学校訪問ならびに遠隔授業観察システ

ムの利用により，子どもたちの相互作用の様相，

その際の状況・文脈等に着目して授業観察・分

析を行う。

授業観察第３〜６回

⑥（①〜⑤）

⑦

○授業記録の保存ツールとして

○テレビ会議的ツールとして

授業観察の結果から子どもたちの認識を深め

る相互作用のあり方を探り，そのような相互作

用を促進するための教師の手だて・学習環境の

設定等について検討する。さらに，それらを踏

まえた授業を提案する。

授業観察結果の

検討，実践授業

の提案

第７〜１０回

①〜⑤

⑥（①〜⑤）

⑦

○リアルタイムでの授業観察

ツールとして

○授業記録の保存ツールとして

○テレビ会議的ツールとして

提案した授業を附属校教員に実施してもらい，

それが子どもたちの相互作用の様相や認識の

深まりにどのように影響したかを当該授業の

観察・分析により検証する。また可能であれば，

リアルタイムで附属校教員と連絡をとりなが

ら観察対象に働きかけたり授業を支援したり

することも考えられる。さらに必要であれば，

次の授業への修正・改善案を引き続き提示する。

実践授業の観察，

修正案の提示

第１１〜１４回

⑦○テレビ会議的ツールとして研究目的に対する成果，さらなる課題等を論議

しまとめる。

研究の総括第１５回

（注）前頁Ⅰ．①〜⑦に相当する。
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析を行う。

○例３：子ども同士の人間関係や学級雰囲気

　比較的長期に渡る観察により，子ども同士の人間関

係の様相や学級雰囲気をつかむことができる。それら

が学級全体ないし個々の子どもの意欲や目標達成等に

及ぼす影響，あるいはそこで果たす役割等について検

討する。

○例４：教師の行動と子どもの反応との関係

　４画面表示機能を活用することにより，教師のある

行動（発問，指示，板書 etc.）が子どものどのような
反応を引き起こしたか，またそれが時に子どもによっ

てどのように異なるか，を明確に捉えることが可能と

なる。そのような，教師の行動が子どもに与える影響

や教師と子どもたちとの相互作用に特に焦点をあてて

分析する。

○例５：特定の子どもの事例分析

　研究上の目的のもとに１人ないし複数の特定の子ど

もを抽出し，その子どもの活動を時間軸に沿って追う

ことから，変化のプロセスを捉える。

⑵　教育評価法の開発

　カリキュラムや授業，学習成果等に対する「評価」の

あり方を論議する際（例えば，ポートフォリオやルーブ

リックづくり）に，リアルタイムの，あるいは録画した

授業の観察，その際の特定場面の抽出などにより，実際

に行われた単元構成や授業内容，子どもたちの反応に対

応した具体的な検討が可能になる。

⑶　教育用コンテンツや教育情報データベースの開発

　授業の映像・音声データがデジタル方式で容易に蓄積

できることから，大学院授業において教育用コンテンツ

や授業データベースの開発演習等を実施する際，それら

蓄積したデータを素材として利用する。例えば，授業支

援の観点から学校現場で有用性の高い授業データベース

を開発するという目標を立てた場合，「含めるデータの種

類」「場面の切り取り方」「カテゴライズの方法」「フィー

ルドの設定」「データ間のリンク」等，種々の条件をどの

ように設定すればよいかといった問題について，開発演

習を行いつつ論議することなどが考えられる。

２．２　幼年発達支援講座からの提案

２．２．１　研究テーマの拡がり（特に「教育実践研究」）

　現在，附属学校を中心として「教育実践研究」が行わ

れている。この授業は，元来，協力校から出された研究

テーマについて，協力校の教員，本学院生，及び本学の

教員が教育実践の場で共同研究を行うものである。従来

は，本学の院生，教員が附属学校に出向き，直接，授業

を観察したり，実践したりする授業形態が主であったが，

遠隔授業が可能になれば，本学に居ながら，授業を観察

でき，リアルタイムに授業分析ができ，それに関わって

の討論が可能になる。また，録画が可能であることから，

より詳しい授業分析が可能になることや，特定の子ども

に注目した観察なども容易になり，従来に見られなかっ

た，新たな研究テーマが生み出される可能性がある。

２．２．２　授業形態の拡がり（特に「教育実践研究」）

　同一グループ内で，実際に現場に出向いて授業をする

院生と，大学で遠隔授業を観察する院生とに分かれて別

の視点で授業を分析したり，大学での観察をオープンに

することによって，１つのクラス複数の研究テーマを

伴って，複数のグループが，同時に授業を観察しながら，

各研究テーマについて取り組む，といったよりダイナ

ミックな授業形態をとれる可能性が拡がる。

２．２．３　新たな形態の授業が成立する可能性

　例えば，毎週附属学校の同じクラスの同じ授業科目を

遠隔授業で公開し，大学院生が絶えず現場の授業に触れ

られる機会を保証し，授業を分析する中で，授業に関わ

るスキルや，教材研究，児童・生徒理解など様々な観点

からの現場の教育実践に直接対応する研究テーマに取り

組むといった新たな形態を持つ授業ができる可能性が拡

がる。この中から，修士論文のテーマが見出されること

も考えられ，修士論文のテーマがより現場の教育実践に

結びつくものになりやすい。特にストレートの学生に

とっては効果的であろう。

［留意点］

　これらの可能性を拡げるためには，附属校園の授業や

保育を絶えず遠隔授業で公開している必要がある。そこ

で，例えば「教育実践研究」のいくつかのテーマについ

ては必ず遠隔授業で行うとか，決まった授業を毎週遠隔

授業で公開し，大学院生が自由に見ることができるとい

う形をある程度，強制力をもって実現させていくことが

必要である。常に遠隔授業による授業分析をやっている

中で，現段階では考えられない画期的な利用法，研究テー

マなどが生み出される可能性もある。とにかく，利用す

ることから始まると思われる。

２．２．４　大学院における遠隔授業を利用した授業例

　　　　　；教育実践研究での利用例

　「子どもを引き込む保育のあり方に関わる要因の検討；

保育者の子ども集団に対するあり方の分析から」

［研究目的］

　日々の保育実践において，保育者はどのような保育環

境を整え，どのように子どもに関わることが適切である

かを絶えず考え続けていることであろう。その際，保育

における子どもの活動がより様々な学びを伴うものに発

展するよう配慮することが重要なポイントとなる。

　保育者の関わりが子どもの活動を様々な学びを伴う発
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展を促すものにするためには，保育者の働きかけが子ど

もに対して大きな影響力を持つものでなくてはならない。

子どもの視点から捉えると，思わず引き込まれる働きか

けといったものになるであろう。

　保育者と子どもが１対１の関わりの場合，子どもの方

も保育者が自分に働きかけていることを容易に理解でき

るため，保育者の影響力が小さくなることは比較的稀で

あるといえよう。しかしながら，子どもが複数で存在す

る集団に対して一人の保育者が働きかける場合，子ども

一人一人には，保育者が直接働きかけてくるわけではな

いため，保育者の関わりがよほど子どもを引き込むもの

でなければ，保育者に注意を向けられない，他の活動を

してしまうといった事態に陥りやすくなるといえよう。

　そこで，本研究では，保育者の子ども集団に働きかけ

が，子どもを引き寄せるものになるために，どのような

要因が関与しているのかについて分析をする。

　よく保育実習で，保育経験に乏しい実習生がある集団

での活動を保育の中で計画し，指示を出したり，実演を

したりしながら，子どもに活動をさせようとするが，子

ども全員が参加していないことや，指示が理解できない

でぽかんとしている子どもがいるなど，なかなか思うよ

うに子どもが動かないことが多いのに対して，経験の豊

富な保育者が子どもに同じ活動をさせた場合には，子ど

も全員が生き生きとその活動に参加しているという場面

をよく目にする。この違いには，子どもへの関わりに関

する様々な要因が関わっているものと考えられる。例え

ば，子ども集団に対して保育者がどのような空間的位置

関係にあるか，どのような表情，声の大きさで関わって

いるのか，また，どのようなタイミングで言葉がけがな

されているかなどである。これらに関わる要因がすべて

適切な状態になることで保育者の関わりが集団にある子

どもを引き込むことになるのであろう。

　本研究では，子どもが引き寄せられる保育者の関わり

に関与している要因を明らかにするために，保育の熟達

者と非熟達者を被験者として，保育場面における保育者

の空間的位置，表情，声の大きさ，関わりのタイミング

といった要因と，それらに対応する子どもの表情，保育

者の関わりに対する視線，注意度，保育者の指示・説明

の理解度等との関係を分析し，比較する。

［方法］

被験者　保育の熟達者として附属幼稚園教諭を被験者と

する。保育の非熟達者として，現職教員でない大学院生

を被験者とする。大学院生は教育実践研究の受講生を充

てる。

手続き　幼稚園教諭と大学院生とに子ども集団を前にし

て，特定の集団活動を伴う保育を実践してもらう。その

際，遠隔授業システムで，保育者（遠，近），子ども集団

全体（遠，近）をビデオ撮影する。保育者を捉えている

カメラでは保育者の空間的位置，表情，声の大きさ，関

わりのタイミングを記録する。子どもを捉えているカメ

ラでは子どもの表情，保育者の関わりに対する視線，注

意度，保育者の指示・説明の理解度を記録する。そして，こ

れらのカメラに記録された映像を総合的に分析すること

によって，保育者の空間的位置，表情，声の大きさ，関

わりのタイミングといった要因と子どもの表情，保育者

の関わりに対する視線，注意度，保育者の指示・説明の

理解度等との関係が明らかになり，熟達者と非熟達者と

の比較によって，各要因に関しての，子ども集団に対す

る望ましい保育者の関わり方が明示できる。

　一方，リアルタイムで映像を供給されている大学内で

は，その映像を見ながら，上で挙げた要因以外で気がつ

いた要因をその場で挙げ，その要因に注目して映像を操

作したり，その場で討論をしながら，実際に保育場面を

見る中で把握できる要因を取り出す。または，熟達者に

よるリアルタイムの解説を交えながら，保育者の望まし

い関わり方に関する留意点を詳細に分析するといった活

動が可能である。

　さらに，ある程度研究が進んで，望ましい関わりに関

わる要因が明示されると，非熟達者が保育をやる中で，

問題のある関わりをリアルタイムに修正していくという

試みも可能になる。

［期待される成果］

　この研究で期待される成果としては，特に集団活動が

絡む保育場面において，保育者が子ども集団に対してど

のような空間的位置関係，表情，声の大きさ，タイミン

グで関わることが，子どもを引き込むことに関わってい

るのかを明示できるということである。このことによっ

て，保育の非熟達者が，子ども集団に関わる際の留意点

が明確になり，より高いレベルからの改善点に取り組む

ことができるようになるという，保育の質の向上に大き

く貢献するものである。さらに，ここで挙げた要因以外

にも，リアルタイムで映像を分析する中で，気付かれる

重要な要因も取り出せる可能性も拡がり，実際の保育実

践においてより重要な留意点が明示されることも期待で

きる。

　さらに，保育の非熟達者が実際に保育をしながら，即

座に問題のある関わりを修正できるプログラムの開発な

どに繋がることも期待できる。

２．３　国語教育講座からの提案

２．３．１　授業の目的を達成するために

　次に示したのは，教育実践研究（国語科）の目的であ

る。
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　国語の学力について学習者の実態を把握するためには，

学習者の観察が不可欠である。

書くことについても，学習者の記述中の観察は欠かせな

い。しかし，現在の教育実践研究の枠組みでは，学習者

の観察が困難である。大学にいながら効率良く授業を観

察できれば，学習者のかかえている課題を現場と大学と

が共有することも容易になる。そこに，遠隔授業観察シ

ステムの活用の可能性が生まれてくる。

２．３．２　実践研究の展開の中で

　次に，教育実践研究の実施概要を示す。

　「実践現場の様々な課題を学校現場とともに探究する」

ことが，教育実践研究のスタートラインである。このス

タートラインを確定せず，やみくもに走り出しても，実

践研究としての成果をあげることは難しい。しかし，教

育実践研究の枠組みの中で，学校現場との十分な意思疎

通も授業観察も実現していない。

　しかし，遠隔授業観察システムを利用すれば，大学の

授業の枠内で授業観察を行うことが可能である。また，

複数のカメラ（４画面分割システム）を用いて，学校現

場から問題提起的な映像を提示してもらい，リアルタイ

ムに学校現場と共有することも可能である。

　逆に，大学から複数のカメラのコントロールを指示し

て，学習者の追跡やクローズアップの映像を観察するこ

とも可能である。

　次に国語科における利用の例をいくつか示す。

例１：多角的な授業記録（教師の発話や表情と学習者の

発話や表情とを同時に観察する。）

例２：教師の指示や発問に対する抽出児の反応（表情，

動作，発話）

例３：グループにおける話し合い活動等の，メンバー個々

の表情や発話

例４：教師が個別指導を行う際に，別の学習者の指導に

移った後の，学習者の学習状況（作文の記述状況

やワークシートへの記入状況など）

例５：作文記述やワークシートへの記述プロセスの観察

（用紙やペン先のアップ）

　次に示すのは，平成１６年度の実施日程である。

１．４／１５　オリエンテーション／授業の構想１

　　　　　　　　　　　　（４つの案提示）

２．４／２２　授業の構想２（スケッチ下書き：学内）

３．５／６　授業の構想３（スケッチ清書→提出）

４．５／２０　授業の構想４（編集作業→提出）

５．６／３　授業の構想５（編集・交流）

　本年度は，教育現場での実践課題を，受講者の討議か

ら導き出し，その受講者が学習者の立場で経験すること

で明確化しようとした。しかし，遠隔システムがあれば，

討議で導き出した問題を，授業を観察しながら明確化す

ることも可能である。

　授業計画の構想・立案の時期には，その後の学習者の

学習状況の変化を知るために，できれば，定期的な授業

観察が望ましい。また，授業を担当する院生にとっては，

授業のイメージトレーニングとしても授業観察は有効だ

ろう。

　この時期の平成１６年度の実施日程は，次の通りである。

６．６／２４　授業の構想６（教科書調べ）

７．７／１　授業の構想７（授業構想案①−複数の提案）

８．７／１５　授業の構想８（授業構想案②−基本案の決

定「絵本を用いた表現活動」

９．７／２２　授業準備①（教材作り／指導案検討）

１０．７／２９　授業準備②（教材作り／指導案検討）

　この時期は，実践課題をもとに，授業を練り上げる時

期である。本年度は，受講者の討議や共同作業によって

構想し具体化した。しかし，遠隔システムの双方向機能

を利用して，学習者に質問したり，興味関心を尋ねたり

することができれば理想的であった。

　実践研究においては，実践課題を達成する有効な授業

を提示するのも大切だが，それを立証する研究の方法の

確立も欠かせない要素である。

　遠隔授業観察システムは，実は，実験的な授業観察記

録システムでもある。遠隔授業観察システムの複数カメ

ラ（４画面分割システム）・複数マイクの特性を利用して，

１．目的

⑴大学と学校現場との協力のもとに，現場の要請と学

習者の実態に基づいて，国語科授業の実践課題を明

らかにし，これに応じた学習を構想・計画し実践する。

⑵上記の実践を通して，「国語科実践力（学習者把握力，

単元構想力，授業展開力，授業評価力）」の育成・向

上をめざす。

⑴実践課題の探求，授業観察（４〜５月）

　①実践現場の様々な課題を学校現場とともに探究す

る。

　②過去の授業実践記録や授業研究資料などの研究資

産を対象として，これまで積み重ねられてきた研

究の手法を学び，考察する。

⑵授業計画の構想・立案（６〜７月）

①共同で単元構想，教材開発，指導方法を行う。

②授業担当者と授業記録者その他の協力者を決定し，

実施する授業の指導案を作成する。

⑶単元共同研究・授業実施（９〜１０月）
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授業刺激に対する反応が，明確にかつ多角的に記録でき

るような工夫が望まれる。

　また，遠隔授業観察システムの利用が進めば，その機

能をフルに活用した授業研究が生まれる可能性がある。

　実際の国語科の授業は，教師の説明や解説を聞いたり

質問に答えたりする一斉授業の形態，ワークシートへの

記述など個人作業の形態，グループにおける話し合いの

形態，教室の前で，みんなに発表する形態など，１時間

の授業の中に様々な授業形態が混じり合うのが実態であ

る。そういうダイナミックな授業を，明らかにしたい実

践課題や，実践課題がいかに達成されたかに焦点化して

浮き彫りにするような遠隔授業観察システムの活用が望

まれる。

　平成１６年度は，次のような日程で授業を行った。

１１．９／６　授業準備③（授業前打ち合わせ）

１２．９／８　授業①附属中学校１・２限

１３．９／８　授業反省会／授業打ち合わせ

１４．１０／５　授業②附属小学校１・２限　１２／４　小中

班合同発表会（４：３０〜７：３０）

１５．１０／２８　研究報告会（レポート提出）

授業①　鳴門教育大学附属中学校１年４組

　　　　単元名：絵本の面白さを再発見しよう！

授業②　鳴門教育大学附属小学校５年３組　３７名  
　　　　単元名：絵本のもつおもしろさを再発見しよう

　この授業では，デジタルビデオカメラ２台で録画した

他，各班毎にテープレコーダによる音声録音を行い，多

角的で詳細な記録に努力したが，遠隔システムの授業録

画・録音システムを活用すれば，さらに別角度からの記

表２−１　教育実践研究

変更点（改良点）従来

　事前に附属校の児童・生徒の実態を把握できる。　事前に附属校の児童・生徒の様子を知ることができなかっ

た。

　双方向的に会話が可能なので，附属校へ出向かなくても行

える。

　事前の打ち合わせは直接附属校へ出向き行った。

　実験器具や教材などは附属校へ持ち込まなければならない

が，事前に使用法の指導が可能となり，授業準備が改善され

る。

　特別な実験器具や教材などを附属校へ持ち込んで直前に使

用方法を解説した。

　最大４台のカメラからの映像を記録できるので，多角的な

視野からの授業分析が可能となる。

　授業は一過性でビデオ撮影していない場合は，参加者の印

象だけで授業に関する考察を行った。

　映像や声を蓄積することで，次年度にその授業を改良し，

発展されることが可能となる。また，繰り返し視聴すること

ができるので授業での問題点・改良点に気がつく可能性が高

まる。

　多くの場合報告書のみが記録となった。

　カメラを通して，個々の生徒の活動をモニタリングできる

ので，観察者による影響が極めて少ないと考えられる。

　個々の活動の観察はそれぞれの参加者が特定の児童・生徒

を意識的に行った。この場合，児童・生徒の活動に影響が加

えられた可能性がある。

表２−２　理科授業研究

変更点（改良点）従来

　連続的に，あるいは時系列的に授業実践を収録，蓄積した

ものを選んで授業に使用可能となる。

　いくつかの授業実践のビデオを使用した。

　普段の児童・生徒の様子を見ることが可能となる。　ビデオによる授業は特別な場合，例えば研究授業のような

ものに限られた。

　４方向からの映像が撮れ，個々の児童・生徒の活動を記録

できるので，見落とされていた部分も観察が可能となる。

　ビデオ撮影は１台のカメラによるものが多かったので，一

方向的で授業の詳細な部分，例えば，個々の児童・生徒の活

動が見えにくかった。

　４台のマイクを利用すると個々の児童・生徒の声をある程

度録音が可能となり，つぶやきや生徒間のやりとりを知るこ

とができる。

　ビデオ撮影ではなかなか声を拾うことは難しい。映像のみ

の観察となる可能性が高かった。

　記録・集積している映像を院生が自由に視聴することが可

能となれば，問題点を見つけ出し，授業実践例として参考に

できる機会が増える。

　ビデオ撮影したテープは大学の教員が個人持ちとなる場合

が多く，院生が自由に見ることに制限ができる。

　新しい指導方法や教材を開発し，附属の教員に実践を依頼

し，大学からリアルタイムで児童・生徒の様子を確かめるこ

とが可能となる。

　新しい指導方法や教材を開発しても実践することが時間的

に制約されて不可能な場合があった。
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録が可能であり，実践研究に活用できると考える。

２．３．３　教育実践研究以後の活用

　授業の中で形成された学力が，学習者の真の能力とし

て定着したのか確かめるには，長期的な観察が不可欠で

ある。そのことは，教育実践研究における研究・実験授

業の場合も同じである。その点でも，遠隔授業観察シス

テムの活用が考えられる。つまり，研究授業の成果がそ

の後の学習にどのように発揮されているかを継続的に観

察するというのである。このことは，受講者全員が取り

組むというよりも，この問題に関心のある有志や，自分

の研究として継続・発展させたい受講者によって取り組

まれることが望ましい。修士論文の教育実践研究にも，

このシステムが活用されるべきであろう。

２．４　自然系理科教育講座からの提案

２．４．１　遠隔授業観察システムの活用におけるメリッ

トとデメリット

　メリットとしては，以下の４点があげられる。

　①距離と時間的制約が軽減される。

　②個々の児童・生徒を見ることができる。

　③時系列的に観察することができる。

　④記録を取り，後で繰り返し分析できる。

　同様にデメリットとしては，以下の３点があげられる。

　①教室が限られる。

　②直接指導ができない。

　③児童・生徒の声を拾いにくい。

２．４．２　大学院授業への活用

⑴教育実践研究と理科授業研究

　遠隔授業観察システムには，上述したようなメリット

とデメリットがあげられるが，メリットを取り上げ，教

育実践研究での従来型授業と遠隔授業システムを使用し

たときの変化を表２−１，２にまとめた。最初に述べたデ

メリットはあるものの，改善点が多くあげることができ

る。これらのメリットを考えると，今までに気づかない

事項や取り扱いにくかった内容を授業実践で扱うことが

可能となるだろう。

２．４．３　これからの課題

　遠隔操作による授業観察，相互発信による授業実践は，

本学のように附属校園と大学のキャンパスが離れている

場合は時間的負担の軽減としては存在価値が高いといえ

る。また，４台のカメラを児童・生徒などの意識を考え

なく，授業実態を記憶できることは指導方法の改善や授

業そのものに対する考え方を変えてくれる可能性がある。

　しかし，遠隔操作による授業が可能な教室が限られて

おり，実験を授業の中で行うことが当たり前になってい

る理科ではその教室を使用することが不可能な場合や負

担が大きい場合が予測される。したがって，一過性的に

実験器具や教材を持ち込み，授業を行うことは可能であ

るが，継続的に授業実践を記録・蓄積するには大きな負

担になることが予想される。附属校の教員に対する負担

も増すと思われる。また，４台のマイクにより児童・生

徒の声を拾うことになっているが，どの程度声を拾える

のか予測ができない。これらの点がこのシステムの利用

価値を左右すると思われる。双方向的なやり取りが可能

であるが，実験・観察の支援の場合，直接話ができない

ことがどの程度授業の成果に影響を与えるかを検討し，

今後工夫・改良していく必要があると思われる。

Ⅲ．ま　と　め

　本稿では，大学院の授業，特に「教育実践研究」にお

ける遠隔授業観察システムの利用を模索した。大学院の

授業で有効な点があることがさまざまな案として提案さ

れた。

　現時点では，実際のシステムの使用の上に立っての提

案ではないので，１つの思案である。また，今回は「教

育実践研究」を中心に模索したが，他の授業科目にも当

てはまる提案も数多くあるのではないかと思われる。さ

らに，このシステムは，院生の修論や大学教員の研究，

附属校園の教員との共同研究など，幅広い利用が可能で

あると思われる。その利用法や利用案は今後の検討を要

するところであり，多くの利用価値が明らかになるもの

と予想できる。また，システムが本格的に稼働し，デモ

ンストレーションや実際的利用を通して，新たにみえて

くる利点や欠点も多いと思われる。より有効な利用法を

今後模索していくことが大切である。
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